
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 水田農業振興緊急整備事業 都道府県名 北海道 地区名 中長都第２

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １０５，０００千円

年 効 用 ② ７，９１５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８４
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １３５，５３１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ４，０１５ 水田の排水改良による転作作
の増加 物の面積拡大や単収の増加

対象作物：水稲、小麦、大
豆、馬鈴薯、甜菜、牧草

営農経費及び維 営農経費節減効果 ３，０８２ ほ場の排水改良による労働時
持管理費の節減 間及び機械稼働時間の短縮に

伴う経費削減
対象作物：水稲、小麦、大
豆、馬鈴薯、甜菜、牧草

維持管理費節減効果 ２６２ 排水施設の改修に伴う維持管
理費の節減
対象施設：排水路

施設更新による 更新効果 ５５６ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 ７，９１５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 水田農業振興緊急整備事業 都道府県名 北海道 地区名 東裏西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２５２，０００千円

年 効 用 ② １９，２３２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８４
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３２９，３１５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 １０，８２３ 水田の排水改良による転作作
の増加 物の面積拡大や単収の増加

対象作物：水稲、小麦、大
豆、小豆、馬鈴薯

営農経費及び維 営農経費節減効果 ６，８９４ ほ場の排水改良による労働時
持管理費の節減 間及び機械稼働時間の短縮に

伴う経費削減
対象作物：水稲、小麦、大
豆、小豆、馬鈴薯

維持管理費節減効果 ２８９ 排水施設の改修に伴う維持管
理費の節減
対象施設：排水路

施設更新による 更新効果 １，２２６ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持

計 １９，２３２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 水田農業振興緊急整備事業 都道府県名 北海道 地区名 武徳北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８９２，５００千円

年 効 用 ② ６９，２９３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，１６０，６８７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ４６，６７５ 水田の排水改良による転作作
の増加 物の面積拡大や単収の増加

対象作物：水稲、小麦、大
豆、小豆、馬鈴薯、玉葱

営農経費及び維 営農経費節減効果 ２２，６１８ ほ場の排水改良による労働時
持管理費の節減 間及び機械稼働時間の短縮に

伴う経費削減
対象作物：水稲、小麦、大
豆、小豆、馬鈴薯、玉葱

計 ６９，２９３


